
変色しにくい

硬化発熱や経時による変色が少なく、長期間にわたり非常に
高い透明性を確保できる為、意匠性をキープしたい箇所の
ご使用に最適なアイテムです。あああああああああああああ

抜群の透明性

泡噛みしにくい

脱泡作業は必要ありません。
撹拌直後は泡立ちしますが、
硬化の過程で自然と泡が
弾け、完全硬化後は泡噛み
の少ないクリアな状態に仕上
が り ま す 。 あ あ あ あ あ あ

E-384

従来の
透明エポキシ

初期状態 70℃ｘ168hr 屋外暴露2カ月 屋外暴露2年

E-384撹拌直後 完全硬化後

●全光線透過率（%） ●黄色度（YI）

試 料 ブランク 70℃ UV 暴露 試 料 ブランク 70℃ UV 暴露

E-384 90.85 90.67 90.76 89.31 E-384 0.44 0.84 0.78 1.99

従来品 91 89.8 90.65 78.12 従来品 0.8 3.22 1.42 6.92

数値が100に近いほど透明性が高い指標 数値が高いものほど黄色度が増加したことを示す

【 測定条件 】 70℃…70℃-168hr、UV…UV照射40hr、暴露…屋外暴露１ヵ月、硬化物の厚み…3mm



●本資料の数値は測定値であり、保証値ではありません
●ご使用にあたっては、事前に使用目的、使用条件に適合するか否か必ずお確かめください
ご使用条件によっては、本来の特性を発揮できない場合もございます

●冬期などの低温環境下では硬化しにくい場合がございます
●保護手袋、保護マスクを着用して作業を行ってください
●皮膚についた場合は速やかに拭き取り、石鹸と水で洗い流してください
●衣服類に付着し硬化した場合は取り除けませんので、充分ご注意ください
●直射日光のあたらない涼しい場所で、幼児の手の届かないところに保管してください
●その他、SDS(安全データシート)をご参照ください

【 製造元 】

項 目 プラシールE-384 試験方法

配合比 5:2(基剤：硬化剤） ー

粘 度
(mPa・s)

基 剤 1,000
JIS K 7117

硬化剤 200

比 重
基 剤 1.11

浮き比重
硬化剤 1.00

可使時間(100g) 126分 温度上昇法

最高発熱温度(100g) 30℃ ー

タックフリー(100g) 8hr ー

脱型可能時間(20g) 24hr以上 ー

硬化物硬度
(HDD)

24hr 30

JIS K 721548hr 70

168hr 78

基本特性

硬化物特性

用途

●意匠性が求められる箇所(クリア素材等)の接着、貼りあわせ、コーティング
●模型、アクセサリー等の製作

注意事項

項 目 プラシールE-384 試験方法

比重 1.12 JIS K 7112 水中置換法

圧縮強度 MPa 45.2 JIS K 7181

曲げ強度 MPa 43.3 JIS K 7171

引張せん断接着強度 MPa 18.9 JIS K 6850

測定条件 20℃-65%RH

測定条件 20℃-24hr→40℃-24hr→20℃-4hr

【 取扱店 】

https://www.nitto-kasei.co.jp

TEL:06-6693-3561 FAX:06-6693-3838

大 阪 市 阿 倍 野 区 播 磨 町 1 - 2 4 - 2 4


